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の場合は幾何学的に解く)､円ビリア- ドに1剛体がある (2剛 体間に衝突がない)場合と
2剛 体間に相互作用がある場合の軌道を計算した｡図5(a)はディスクの大きさが無い場
令 (1粒子と同様)､図5(b)はディスクの大きさがある場合 (ディスク同士が衝突する)
の1剛 体ディスクに注目したときの中心の軌道である｡軌道だけではこの系がカオスかど
うかは判断できないが､図5の(a)と(b)の図ではっきりとした違いが見えた｡パワース
ペクトルやリアプノフ指数の考察は今後の課題である｡
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